































































室④ 預宮自供ノ儀 1.6-2 .6
.@ 預宮移解後一日祭ノ儀 1ー 6























儀 式 名 月 .日(1928年)
大礼前倭 賢所ニ期日奉告ノ儀 1ー 17




斎田点走ノ儀 2.59 16(悠妃殿)21主基斉 抜穂
京都ニ行幸ノ儀 ll.6-7
賢所､春輿殿ニ渡御ノ儀 ll.7










大響 即位礼及大嘗祭後大饗第一日ノ儀 . ll.16
即位礼及大嘗祭後大饗第二日ノ儀 ll.17
即位礼及大嘗祭後大饗夜宴ノ儀 ll.17




図 1 1926年～1928年の｢代替 り｣タイム ･テーブル
1928(昭和 3)辛 1927(昭和 2) 年 1926(大正15年･昭和元)辛
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れます.①ほ,代著わ りの儀式 ･行事とい うわけ
ではあ りませんが, ｢平癒祈願｣とい う形でまず










































































れたといわれてお ります.さらに葬場殿 の儀 の
後,なきがらは霊枢列車に乗せられて多摩御陵ま



















































































































































































































































































りますと, ｢社民｣の右派ならばわか るけれ ど
ち,中間派あるいは左派と呼ばれる諸君までそん
なことをやっていいのか,という批判を展開して
お ります.
以上のように, 『無産者新聞』は大典の批判を
四つくらいの角度から行なっております.一言で
言えば大典を ｢ブルジョア･地主の饗宴｣と本質
規定しながらも,これは合法機関紙ですから当然
のことですが,御大典そのものに反対する形はと
らず,それの具体的な現れを通じて批判するとい
う形をとっているということです.わたしはこの
時期は専門外でして, ｢社会民主主義｣の評価に
ついてはむずかしいところです.しかしこの1928
年というのは,3･15という共産党を中心とする
左翼の大弾圧があった年でありますが,その中で
よくこれだけのことがやれたなというのが,わた
しの率直な感想であります.
おわりに
以上,1926年から28年にかけての代替わ りの儀
式が大がかりに行なわれたということ,それが大
きな国民統合の場になったということ,それに対
して,もちろんきわめて限られた範囲内でありま
したが,また根本的に批判することはできません
でしたが,それでも戦前の状況を考えれば,わた
したちの今日の言動にとって非常に勇気づけられ
る 『東洋経済新報』の論説であるとか, 『無産老
新聞』の論説があったことを紹介してきました.
これらを踏まえてわたしたちは,今後来るべき代
替わ りについてどう考えるべきかという問題があ
りますが,時間もありませんので,今EHまそれに
ついて考える素材を提供したということで,終わ
らせていただきたいと思います.
(神奈川大学 ･日本史)
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